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機関リポジトリとは…

長崎大学で生産された電子的な学術
研究成果を保存・発信するシステム

学術研究成果を一元的に収集・蓄積し、
大切に保存

学術研究成果を世界中へ効果的に発信し、
無料で利用可



長崎大学 機関リポジトリのしくみ

学術雑誌

世界中の研究者＝論文読者

長崎大学の研究者

投稿

購読検索・閲覧・

ダウンロード

各種研究成果の投稿

長崎大学
機関リポジトリ

学術雑誌の高騰
購読誌数の削減

従来のルート

世界へ
発信！

誰でも
無料！

検索エンジン



なぜ今〝リポジトリ″なのか

『学術情報基盤の今後の在り方について（報告）』より
……各大学は機関リポジトリに積極的に取り組む必要があり、
…大学図書館が機関リポジトリの構築・運用に中心的な役割を

果たすことを期待。

長崎大学『中期計画』より
国内外に学術情報を発信するため、各分野にわたる既存の学術
情報を整理するとともに、国際共同研究を推進していく過程等で
得られた学術情報を国際的に活用できるよう附属図書館を中心
に学内組織を整備し、データベースを構築する。

長崎大学『平成１８年度年度計画』より
附属図書館は学内で作成された研究成果を収集・発信する学

術機関リポジトリの構築・拡充を図るとともに、国立情報学研究
所最先端学術情報基盤構築の推進委託事業を継続する



長崎大学の機関リポジトリ

トップページ
長崎大学学術研究成果リポジトリ

NAOSITE

http://naosite.lb.nagasaki-u.ac.jp/



一覧画面と詳細表示画面

NAOSITE

タイトルによる一覧

詳細表示画面

全文PDFファイル論文固有のURL



長崎大学
機関リポジトリ

可視性の向上 新たな研究成果発表の場

引用率のUP

学術研究成果を登録・公開

世界の研究者に発信

研究成果・教材を図書館で保存・管理

世界中からのアクセスが可能

学術研究成果の保存・管理

論文の可視性が向上

・新たな研究成果発表の場に

・大学の研究活動の公表の場に

長期的な保存・利用が可能

引用率のUP

可視性の向上

研究者の皆さまのメリット

研究者評価につながる * 各論文は固有のＵＲＬを持ち、永続的に無変更



メリットその１

可視性の向上

長崎大学機関
リポジトリで

長崎大学
学術研究成果リポジトリ

検索対象へ

検索・閲覧

雑誌購読者以外にも、読者層が広がる

世界の検索サイト
を通じて ＊



メリットその２

被引用率のアップ

研究者評価につながる！

引用される機会が
増える！

世界中の研究者から

長崎大学
学術研究成果リポジトリ

学術研究成果の公開

可視性が

UPすると･･･



メリットその３

新たな研究成果発表の場

世界中から無料で
アクセスが可能！

・新たな研究成果発表の場に！
・大学の研究活動の公表の場に！（説明責任の履行）

長崎大学
学術研究成果リポジトリ

学会発表学術誌投稿
＋



メリットその４

学術研究成果の保存・管理

毎年生成される

大学が学術研究成果を大切にお預かりします！

教員

大学で保存・管理

研究成果・教材など

登録 長崎大学
学術研究成果リポジトリ

各論文は固有のＵＲＬを持ち、
永続的に無変更



先生方にお願いしたいこと



学術研究成果を
ご提供ください！

長
崎
大
学

学
術
研
究
成
果
リ
ポ
ジ
ト
リ

学術研究成果

（学術論文（グリーンジャー

ナル）・プレプリント・教材・
学会発表資料etc.）

世界中の研究者長崎大学

登録

（代理登録）

教員

図書館

検索・閲覧

可視性UP！

各種検索エンジン

各種データベース

リポジトリの発展には先生方の協力が不可欠です！



…etc

学術論文

学会発表資料

プレプリント

COE研究成果

シンポジウム資料

修士・博士論文紀要掲載論文

講義資料 教材

調査報告書

学内学術研究成果

※特許申請等に関わり公表できないものに関しては、一定期間経過後ご提供ください。

登録できるコンテンツ例



学術雑誌投稿論文

著者最終版の保存・提供
外国出版社の場合、

著者最終版の機関リポジトリ登録が許可されているものが９割 ! !

出版社雑誌サイトで公開

投稿用原稿＝著者最終版

投稿

リポジトリに搭載

出版原稿
出版社のマーク

掲載雑誌のタイトル情報



学術研究成果の提供は、

電子メールで送るだけ！

いただいた文献は、図書館で著作権上
の確認を行ったうえ、リポジトリで公
開いたします。

教員 図書館学内便でCDなど電子
媒体を送付でもOK

※共著者への著作権の確認に関しては、

先生にお願いする場合があります。

宛先 dspace@lb.nagasaki-u.ac.jp
エル・ビー



研 究 者

研究成果物
リポジトリ登録までの流れ

「長大の知」を蓄積・発展させるため、
是非登録にご協力ください！

搭載許諾依頼

長崎大学 学術研究成果リポジトリ

図 書 館

提供

著作権処理・登録

許可

登録



問い合わせ先

学術情報部 学術コンテンツ担当
宮脇・森石・松村

内線 2195

iss@lb.nagasaki-u.ac.jp

ご協力お願いいたします

エル・ビー


